
求職者の本音調査 

静岡・名古屋版 
【2017年７・８月号】 

採用･定着に 
きっと役立つ 

【テーマ】転職経験者の実態調査 

Q1 
転職先が見つかるまで何社に 
書類を送りましたか？（面接の有無は問わず） 

企業選びをする時、以下の条件から最も重視したものはどれですか？ 

転職経験者はどのような条件を元に仕事を探し、転職したのでしょうか？ 
実際に転職経験のある人の意見から、中途採用のヒントを探ってみましょう 

Q３ 

最も多かったのは給与。特に以前との職場と比較して、増えるか減るかは重要な観点です。 
スキルに合わせて応相談等の文言があると、求職者も応募しやすくなります。 

Q2 今までの経験を生かせる職種に転職しましたか？ 
未経験の職種に転職しましたか？ 

今までの経験を 

生かせる職種, 

 62% 

未経験の職種,  

38% 

約62％が経験のある職種に転職 

以前の職場で培ったスキルを生か
せるか、判断してもらうためにも、
どのような仕事を任せるのか明記
することは重要と言えます 

 1社, 34% 

 2～4社, 

38% 

 5～9社, 

16% 

 10～14社, 

7% 

 15社以上, 

6% 

全体の5社以上の企業に書類を送った
転職者は29％のみとなっています 

自分の条件に合う企業を厳選し、  
転職している求職者が多いといえます 
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給与 

職種（企画職・営業職など） 

休日 

勤務地 

業種（製造業・金融業など） 

残業時間 

社風 



※ご不明な点がございましたら、お気軽にお問合せください。   

調査期間：2017年６月上旬  調査対象：愛知県・静岡県在住で３０歳までの直近３年以内に転職した経験者 
サンプル数：静岡県５１人、愛知県5１人（DOMOユーザー限定ではありません） 

Q４ 最終的にその会社に入社すると決めた、その決め手は何ですか？ 

Q５ 
転職活動をする際、 
こういった機会があればよかったと思うことはありますか？ 

「自分の希望の職種で働ける会社か」を、最後の決め手に選んでいる求職者が多いようです。 
面談等で、入社後具体的にどのような仕事をするのか提示すると、求職者も入社の判断をしやすくなります。 

応募前にその会社に入ると、実際にどんな仕事をするのか知りたいと思う求職者は多いようです。 
求職者と直接触れ合える機会を設けることで、応募の選択肢に入る可能性もぐっと高まります。 
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自分の希望の職種だった 

給与が良かった 

休日のサイクルや日数が希望通りだった 

勤務地が希望に合っていた 

社風が自分に合っていた 

残業時間が少なかった 

管理職（上司）・社員の雰囲気が良かった 

社長の人柄・考え方に共感した 

認知度の高い企業だった 

会社の理念に共感した 
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応募前に実際に働いている社員と話ができる 

会社見学 

会社説明会 

応募前に人事と話ができる 

インターンシップ 

応募前に管理職（上司）と話ができる 

転職セミナー 

面接指導 

専門家からの転職活動に対する相談・アドバイス 

ＳＰＩの対策講座 


